
令和５年度第２回吉川市水防センター等整備検討委員会 要点録 

日 時 令和５年７月４日（火）午後７時から９時まで 

場 所 吉川市役所３階 ３０１、３０２会議室 

出席者 検討委員 別紙のとおり（３名欠席） 

    事務局  危機管理課  若林課長、野間調整幹、九鬼主査、横峯主任 

         河川下水道課 多田課長 

傍聴者  １名 
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１ 開会 

・議事の前に、令和５年度第１回吉川市水防センター等整備 

検討委員会の要点録について説明 

 

２ 議事 

【水防センターに備える設備や機能（維持管理を含む）】 

【河川防災ステーションの上面利用】 

 

・予算（建設費及びランニングコスト）が分からないため、 

どのような規模を想定して意見を言ってよいか分からない。 

 

・予算に制限がないわけではないが、現時点では、様々な意見を 

いただきたい。 

 

・上面利用する場所は、構造物の設置に関して制限はあるのか。 

 

・上面利用する場所（広場）は、有事の際に資機材を掘り起こす 

必要があるため、構造物を設置することはできない 

 

・駐車場は国と市のどちらが整備するのか。 

 

・国が整備を行うが、市が利用できることとなっている。 

 

・駐車場に屋根を設置することはできるのか。 

 

・当初の国の説明では、「ヘリポートの侵入の邪魔にならない 

よう、屋根は設置しない」と言っていたように記憶している。 

 

・水防センターを整備する以上は、有効利用されるような 

施設にしたい。 
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・広場は多目的に使用ができると良い。 

 

・野球やサッカーでの使用となると予約が必要になると思うが、 

予約管理は市で可能か。 

 

・県営公園を例に挙げると受付はスポーツ推進課。維持管理は 

埼玉県が実施している。 

 

・玉葉橋付近ではダイヤモンド富士が見られるスポットなので、 

屋上を使用できる展望スペースがあると良い。 

 

・水防センターに配置する備蓄物資（資機材、飲食料品など）は 

どのようなものがあると良いか。 

 

・様々な物資があるため、現時点で決めるのは難しい。 

 

・話を戻してしまうが、知人より、「音楽演奏を発表できるような 

ステージが欲しい」という意見があった。 

 

・観覧者を想定すると芝生が必要になってくるのではないか。 

 

・前回の検討委員会でも話が出たが、減災教育の機能を備えた 

施設にした方が良いと思う。 

・郷土資料館にあるモニュメント（カスリーン台風時の浸水深が 

視覚的に分かるようなもの）や五霞町山王地区河川防災ステー 

ションのようなパネル展示があると良い 

 

・兼用スペース（展示、備蓄倉庫、一時避難場所）があると 

よいのではないか。 

 

・再確認事項だが、災害時、国は水防センターを使用しないと 

いう認識でよいか。 

 

・その認識で相違はない。 

 

・国が水防センターを使用しないのであれば、突発的な避難者が 

来たとしても、その避難者は水防センターを使用可能ではない 

か。 

 



 

事務局 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

・自治会説明会の際、「国の作業車が来るのは理解したが、人と 

交錯しないよう安全対策が必要ではないか」との意見をいただ 

いた。皆様からの意見があれば、お聞きしたい。 

 

・可能であれば、道路を増やすしかないのでは。 

 

・基本協定の条文内に、別途、協定書を締結するとあるが、 

そのような協定書は締結されているのか。 

 

・河川防災ステーションの工事計画については、毎年度、協定を

締結している。ただし、水防センター部分の工事計画は内容が

未定であるため、締結されていない。また、帰属及び管理区分

についても、内容が未定であるため、締結されていない。 

 

・水防センター部分についての協定書は、今後、締結するものと

いう認識でよいか。 

 

・その認識でよい。 

 

・例えば、駐車場の半分は市で使用するといった協定締結は 

可能か。 

 

・具体的な内容が決まっていないため、お答えできない。 

 

・市民からの意見ではないが、吉川松伏消防組合より、 

「水防センターを消防車両の退避場所にすることは可能か。」 

との相談があった。 

※吉川市全域が浸水するような災害の場合、消防車両の水没を 

未然に防ぐため。 

 

・駐車場所の地盤強化が必要になるのではないか。 

 

・一般車両も来てしまうのではないか。 

 

・地中から搬出した資機材を再度、元に戻すには何日かかるのか。 

 

・明確な日数はお答えできない。 
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・キャンプ場はどうか。 

 

・防災と絡められて良いと思う。例えば、ベンチをコンロとして

使用可能な仕様にし、炊出し訓練などを実施してはどうか。 

 

・ソーラー設備は想定しているか。 

 

・現時点では想定していないが、意見として承る。 

 

・屋上の半分がソーラー設備であれば十分では。 

 

・ステージの整備を想定した場合、音響備品は演奏者が持参する 

のか。 

 

・持参すると思われる。 

 

・周囲への音の配慮が必要にならないか。 

 

・そもそもであるが、吉川市全域が浸水するような場合において、 

国の職員が水防センターに来ることはあるのか。 

 

・国の職員が河川防災ステーションに来るのは、吉川市に限らず、

災害が発生もしくは発生するおそれがある場合に、資機材を 

搬出するなどの作業を実施する。 

 

・河川防災ステーションは浸水しないという認識でよいのか。 

 

・国の説明では、県道の１．５ｍ下までしか浸水しないとのこと。 

 

・河川防災ステーションの施工後、ハザードマップの表記は 

変更されるのか。 

 

・施工後すぐに変更されるわけではなく、国が様子を見ながら 

評価していくため、約２～３年後に変更されると思われる。 

 

・管理人の常駐は考えていないが、皆様の意見はいかがか。 

 

・収益性を考えると管理人は必要だと思う。 
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・有明防災センターを参考にしてみてはいかがか。 

収益性も見込める。 

 

・常駐でないにしても、非常時に対応する人は必要だと思う。 

 

・開場時間を決めるべきでは。また、事務所が必要では。 

 

・現金を管理する場合などには、事務所が必要になる。 

 

・休憩所を想定した場合、土日もトイレが使用できるよう、 

外から入れたほうが良いか。 

 

・防犯面を考慮すると、シャッター付きのトイレにしてはどうか。 

 

・サイクリストやランナーはトイレを使用すると思う。 

 

・キャンプ場やバーベキュー場を設置する場合は、事業者に 

委託する案も有りなのではないか。 

 

・市としては事業者に委託する案は考えているか。 

 

・今後、検討する必要があり、現時点ではお答えできない。 

 

・使用方法（予約必須または飛び入り参加可）はどちらにするか。 

 

・予約必須となると、やや使用しづらいと思う。 

 

・多目的グラウンドであれば、平地であることは必須であり、 

起伏を設けるＢＭＸ競技場の整備は難しいと思う。 

 

・水防センターの利活用について市が最終決定するまでの流れを 

改めて確認したい。 

 

・今後の検討委員会の中で意見を出し尽くした上で、最終的な 

判断は市が行う。現時点では、自由に意見をいただきたい。 

 

・監視カメラ付きの自動販売機は必要だと思う。 
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・多目的グラウンドとしての利用であれば、やはり予約は必要 

だと思う。 

 

・川の状況や市内の浸水状況を監視できるカメラがあるとよい。 

 

・市内の浸水状況を監視できるカメラはあるのか。 

 

・ない。市職員が巡回して確認している。 

 

３ 連絡事項 

・第３回検討委員会は、令和５年９月２２日（金）１９時からを 

予定している。 

 

４ 閉会 

 

 


